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院長の予定（2011 年 7 月まで） 節電しています 

6 月 7 日 （火） ポリオ 保健センター 

内科健診 にしき保育園 
 15 日 （水） 

１才半健診 保健センター 

7 月 6 日 （水） 内科健診 第４保育所 

27 日 （水） ９ヶ月健診 保健センター 

夏の電力不足が差し迫った課題であり、企業や家庭で

の15％節電が求められています。医療機関など、一部の

企業は節電の必要がないという発表がありました。確か

に、それほどの節電を課せられたら、患者さんへの診療

に著しい支障がでることは明らかです。でも、そうは言

われても何の努力もしないで良いわけでもないことも十

分承知しています。当院でもできる限りの節電に取り組

んでいます。 

これらの日は午前の受付を12：00前に締め切ることがありま

す。また午後の診療開始時間が多少遅れることがあります。 

 
 

休診の予定 小児科は熱のある患者さんが多いため、エアコンはど

うしても必要です。そのため、もっぱら照明器具の節電

が中心になります。電灯は可能な限りＬＥＤに取り換え、

交換できないものは極力消灯しています。ピーク時の電

力需要によっては、待合室のテレビの使用も制限するか

もしれません。どうかご協力をお願いいたします。 

今後、7月までは休診の予定はありませんが、8月下旬

には夏季休診を予定しております。日にちが確定したら

お知らせいたします。 
 
※水曜日は一日休診です。 

  
それでも計画停電になった場合・・・  

 必要最小限の電子カルテを稼働するだけの予備電力は

確保しましたので、通常診療を行う予定です。ただし、

粉薬の処方はできないかもしれません。また、エアコン

を含むすべての電気機器が使えませんので、居心地はと

ても悪いでしょう。 

 
 
 
 

 
感染症の情報 台風などの自然災害が重なって、万が一停電時間が長

時間に及んで予備電力も使いきった場合はやむを得ず診

療を中止する可能性もあります。 
水痘の患者さんが多いです。複数の保育園で流行して

いるようですのでご注意ください。まだかかっていない

お子様にはワクチンをお勧めします。 とにかく、猛暑にならないことを祈るばかりです。 
  

その他、胃腸炎の患者さんもやや多いようです。 この夏はほとんどの方が様々な節電を実行されること

と思います。お互いに頑張りましょう。でも、頑張り過

ぎて熱中症になってはいけません。十分注意してくださ

い。 

 
都内を中心に「麻疹（はしか）」が流行してきたという

報道があります。数年前のような大流行にはなっていま

せんが、重い感染症であることにはちがいはありません。

予防接種の対象になっている方はできるだけ早めに済ま

せられることをお勧めします。 

 

                                

 
 
  
 今後は、夏の感染症「手足口病、ヘルパンギーナ、プ

ール熱」が増える時期です。感染症の予防は「手洗い」

が基本です。 

 
 
 

 



 

平成23年7月～10月の祝日小児科診療予定 ワクチン情報 

月 日 曜日 当番医 

7月 18日 （月） ともながこどもＣ 

9月 19日 （月） ともながこどもＣ 

23日 （金） ともながこどもＣ 

10月 10日 （月） ともながこどもＣ 

（1）日本脳炎ワクチン 

現在、Ⅰ期接種（基礎免疫・合計 3 回）の勧奨がなさ

れ、対象となる方にはハガキなどによる通知が届いてい

ることと思います。ただ、7歳6ヶ月から9歳未満の年齢

の方は接種できないことなど多少混乱しています。 

先日厚生労働省より、今後の方針に関する通知が出さ

れました。それによると、公費接種年齢を7歳6ヶ月か

ら9歳未満の方へも拡大し、また13歳以上の年齢の方へ

も拡大する予定とのことです。Ⅱ期接種も再開（勧奨）

するらしいです。 

  加須市内の小児科による冬季の休日診療は３月いっ

ぱいで終了となりましたが、４月以降も祝日の午前中に

休日診療を継続することとなりました。当院は以前より、

一部の祝日に診療を行っていましたが、それ以外の祝日

にも他の医療機関が診療にあたることになります。予定

表は、加須市の広報誌やホームページでご覧になること

も出来ます。 

接種の実務を行う市町村は、この通知を受けて、これ

から接種再開の具体的な準備（お金の都合など）に入り

ます。今すぐという訳にはいかないでしょうが、そう遠

くないうちにⅠ期、Ⅱ期のすべての接種が再開されるこ

とはほぼ確実のようです。 

 医療機関の事情などで変更になる可能性もありますの

で、ご利用の際は電話などでご確認ください。 
※日曜日は対象ではありません。 
  

  

 （2）子宮頸がんワクチン 

全国的にワクチンが品不足状態でしたが、6月より次第

に供給量が増えてくるとのことで、新規の接種再開が近

づいてきました。 

 
 
 
 といっても対象者全員が接種を開始できるだけの量に

はまだまだ足りないので、優先順位があります。加須市

の場合、「現在高校 2 年生の方（もちろん女子）」が最優

先で接種を開始していただくことになります。それ以下

の学年の方は、今後さらにワクチン供給が増え次第、順

次接種できるようになるでしょう。もう少しお待ちくだ

さい。 

 
 
 
 
 
 
  

  

 （3）ヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチン 

 複数ワクチン接種後の乳幼児の死亡報道が相次ぎ、一

時的に接種が中断されていましたが、厚生労働省が公式

に「ワクチン接種と死亡との間に因果関係は認められな

い。同時接種も問題ない」という見解を出しました。そ

の見解に基づき、全国で接種が再開されています。それ

でもなお不安な気持ちを抱いている方もいらっしゃるよ

うですが、どうか冷静にご検討願いたいものです。 

 
 
気温が高い時、蒸し暑い時に厚着をしていて、体温が

急に上がったり、アセモができたと推測されるお子様が

増えてきました。くれぐれも「着せ過ぎ」にご注意願い

ます。 
 我々小児科医は、細菌性髄膜炎という重い病気を予防

できるワクチンが使えるようになったことを大変嬉しく

思っています。すべての赤ちゃんが、できるだけ早い時

期にワクチンを接種していただき、悲しい思いをするご

家族が一組でも少なくなることを切に願っています。 

こどもクリニックニュースの無料郵送サービスをし

ています！ 

郵送をご希望の方は、受付けでお申し込み下さい 
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